
大
石
田
の
秋
分
の
こ
ろ 

い
つ
ま
で
も
続
く
暑
さ
を
か
こ
ち
つ
つ 

葉
月
の
暦
ぱ
ら
り
と
は
が
す 
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Ｒ) 

 秋
の
彼
岸
と
収
穫
へ
の
感
謝 

●
●
 

●
 

 

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
。
季
節
の
区
切
り
の
秋
分
の
日
を
中
日
と
し
て
前
後
三
日

間
を
彼
岸
と
言
い
ま
す
。
此し

岸が
ん(

こ
の
世
・
現
世)
と
彼
岸(

あ
の
世
・
浄
土)

が
あ
り
、

亡
く
な
っ
た
人
が
こ
ち
ら
に
訪
ね
て
く
る
と
い
う
信
仰
か
ら
、
お
墓
参
り
や
法
要
を

す
る
先
祖
供
養
の
風
習
が
あ
り
ま
す
。
中
日
は
昼
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
り
、
極
楽

浄
土
が
あ
る
と
い
う
真
西
へ
と
太
陽
が
沈
み
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、
最
近
ま
で
、
き

れ
い
な
日
の
出
や
入
日
、
お
月
様
に
手
を
合
わ
せ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
が
い
ま
し
た
。 

 

二
丁
目
の
浄
願
寺
さ
ん
の
墓
地
に
、
お
日
さ
ま
と
お
月
さ
ま
が
彫
ら
れ
た
灯
篭
が

あ
り
ま
す
。
お
参
り
の
方
が
蝋
燭
の
火
を
入
れ
る
と
、
持
参
し
た
小
さ
な
四
角
い
障

子
戸
が
は
め
込
ま
れ
る
そ
う
で
す
。
田
圃
を
め
ぐ
る
太
陽
と
月
の
よ
う
で
、
代
々
自

然
を
敬
い
、
収
穫
に
感
謝
す
る
心
を
忘
れ
な
い
ご
先
祖
様
の
教
え
の
よ
う
で
す
。 

 

稲
刈
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
機
械
化
が
進
み
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
に

乗
り
、
稲
刈
り
・
脱
穀
の
作
業
が
短
時
間
で
終
え
ま
す
が
、
三
十
年
前
は
家
族
総
出

の
作
業
で
、
田
圃
は
お
祭
り
の
よ
う
に
賑
や
か
で
し
た
。
は
せ
が
け
の
見
事
な
出
来

栄
え
と
息
の
合
っ
た
作
業
の
様
子
、
小
昼
や
お
や
つ
を
広
げ
た
、
青
空
の
下
で
の
一

服(

休
憩)

は
、
多
く
の
人
の
心
に
残
る
幸
せ
な
記
憶
で
す
。 
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本町・萩の花 2014.9.25 

 

 

 

 

 

読
書
会
だ
よ
り
④ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
石
田
町
立
図
書
館 

大
石
田
の
秋
分
の
こ
ろ 

 

七
十
二
候
よ
り 

 

彼
岸
に
な
り
ま
す
と
朝
夕
は
、
肌
寒
さ
を
覚
え
ま
す
。
昼
夜
の
長
さ
が
同
じ
頃
と

申
し
ま
す
が
、
急
に
朝
が
遅
く
、
夜
が
長
く
な
っ
た
気
が
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
田
圃
で
は
、
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
山
々
の
恩
恵
で
し
ょ
う
か
、
「
大
石
田

の
お
米
は
美
味
し
い
ね
。
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
豊
か
な
香
り
と
上
品
な
甘
み
、
艶
や

か
な
新
米
の
ご
飯
が
待
た
れ
ま
す
。
萩
の
花
も
赤
白
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
。(

Ｍ) 

雷乃声を収む
  ９月２２日～２７日頃 
 八百屋の店先にアケビが並ぶと彼岸
です。ご先祖様が舟に乗って来るという
言い伝えがあり、仏前に供えます。中身
の種と白い実を取って、ひき肉やきのこ
をつめて焼いたり、甘みそで炒めたりし
ます。ほろ苦いおいしい郷土料理です。 
 春には木の芽でおいしく、秋につるを
編んで高価な篭になります。   (み) 
 

蟄虫戸を坯ざす(
９月２８日～１０月２日頃 

 そろそろ昆虫たちが隠れる頃とは
いいいながら、昼でもいろいろな所
から虫の声が聞こえてくる。たまに
はミンミン蝉の声さえも。台風崩れ
の雨で庭の矢羽ススキが全て倒れて
道路をふさいでしまった。車の邪魔
にならないようにすぐ片づけながら
季節の移ろいを感じた。   (木霊) 
 

水始めて涸れる
  １０月３日～７日頃 
 十三夜の頃。月食の赤い満月も含め、
数日間月見を楽しみました。 
県産ブランド米「つや姫」も出始めご

馳走になり、早速、娘に送ろうと米屋に
行きました。途中友人に会うと、やはり
親類に新米を送りに行くと言います。毎
年この季節になると、普段は見えないも
のですが、絆を感じます。    (Ｍ)  
 


